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1．法人の概要 

（1）名称 

一般社団法人リアン 

（2）主たる事務所 

福岡県筑後市大字下北島406番地 

（3）目的 

当法人は、動物愛護精神に基づき、人と動物が適正に共生できる社会の実現及び地域の生活

環境の改善並びに地域社会福祉の向上に寄与することを目的とする。 

（4）事業年度 

毎年4月1日から翌年3月31日まで 

2．当年度の事業概況 

令和5年度において当法人は、定款に定める目的の達成に向け、福岡県筑後地域及びその周
辺において、猫の不妊去勢手術の推進、飼い主のいない又は行き場のない猫の治療・保護・譲

渡・福祉に関わる活動、動物愛護精神の啓発活動、物品販売事業その他必要な事業を実施し

た。 

当年度においては、保護頭数及び相談件数が全体として増加傾向にあり、猫問題が潜在化して

いる地域において、安心して相談できる受け皿の必要性を強く感じる年度となった。特に、余命

宣告を受けた飼い主からの飼い猫引き取り相談や、交通事故、遺棄、重症子猫の救護など、外

で命の危険にある猫だけでなく、飼い主の事情によって行き場を失う猫への対応も求められるよ

うになった。 

また、シェルター収容頭数が100頭を超え、フード消費量の増加に伴って支援募集の必要性が高
まった。啓発活動としては、パワーポイントを活用した『命の授業』を開始し、人と猫が共生できる

地域社会の実現に向けた基盤づくりにも取り組んだ。 

3．事業の実施状況 

（1）猫の不妊去勢手術の推進事業 

飼い主のいない猫の繁殖防止及び地域における生活環境の改善を図るため、不妊去勢手術の

推進に取り組んだ。対象となる猫について、現地確認、捕獲、動物病院との連携による手術実施

等を行い、将来的な猫問題の抑制に努めた。 

【実績】 

・不妊去勢手術実施数：356頭 



（2）飼い主のいない又は行き場のない猫の治療・保護・譲渡・福祉に関わる
事業 

飼い主のいない猫又は行き場のない猫について、必要に応じて治療、保護、飼養管理、譲渡活

動等を実施した。保護後は、健康状態の確認、感染症対策、継続的な飼養を行い、譲渡可能な

猫については里親募集、譲渡会の実施、面談等を通じて適正譲渡に努めた。 

令和5年度においては、10頭を超える大規模保護案件はなかったものの、令和5年10月には、余
命宣告を受けた飼い主から7頭の猫を引き取った。亡き夫が外から保護してきた猫たちを最後ま
で見届けられないという事情のもとでの相談であり、近年、飼い猫の引き取り相談が増加してい

る実情を象徴する案件であった。引き取り後も飼い主本人が治療中の身体で猫たちに会いに来

られており、飼い主の思いを受け止めながら保護と飼養を継続した。 

代表的な救護事例として、令和5年8月には佐賀空港側の田んぼの中で、母猫が死亡し、付近に
衰弱した4頭の子猫がいるとの通報を受けて緊急保護を行った。子猫たちは長期間十分な栄養
を取れていなかったとみられ、2頭は救うことができなかったが、2頭は生き延び、最終的に里親
が決定した。 

また、令和6年1月には、外で餌を与えられていた子猫が事故により両後脚を損傷し、1か月様子
を見たものの状態が悪化したため保護相談が寄せられた。相談者家族が費用負担の意思を示

し、猫の状態も深刻であったことから当法人で引き受けた。結果として両後脚の断脚に至った

が、その後の生活を見据えた対応を行った。当法人としても、両後脚の断脚に対応した初めての

事例となった。 

さらに、令和6年1月には、公民館に段ボールで遺棄され、右目が潰れた状態の子猫を緊急保護
した。著しく衰弱していたが、人に慣れている様子も見られ、遺棄の影響が強くうかがえたため、

速やかに保護し治療につなげた。 

【実績】​
・新規保護頭数：136頭 

・他団体・個人ボランティアへの譲渡協力数：1頭 

※新規保護数とは別 

・譲渡成立件数：81頭 

・永年預かり頭数：1頭 

・自宅預かり頭数：1頭 

・看取り死亡数：9頭 

・ロードキル：3頭 

・通院件数：131件 



（3）動物愛護精神の啓発活動事業 

動物愛護精神の普及及び適正飼養に関する理解促進を目的として、SNS、広報物、イベントそ
の他の方法により啓発活動を行った。遺棄防止、不妊去勢の必要性、終生飼養、保護猫の現状

等について発信し、人と動物が適正に共生できる社会の実現に向けた意識啓発に努めた。 

令和5年度においては、Instagramを中心に、保護活動、譲渡活動、支援募集、保護猫たちの状
況等を継続的に発信した。また、啓発活動の一環として、パワーポイントを用いた『命の授業』を

実施し、地域の人々に命の大切さや動物愛護に関する正しい知識を伝える取組を開始した。 

【実績】 

・SNSによる発信件数：512件 

※Instagramのみ 

・啓発活動実施回数：5回 

※譲渡会以外 

・主催回数：21回 

・イベント参加回数：12回 

※主催を除く 

（4）物品販売事業 

当法人の活動資金の確保及び事業継続の一助とするため、物品販売事業を実施した。販売物

の企画、制作、販売、広報等を行い、得られた収益については当法人の目的達成に必要な活動

に充当した。 

令和5年度においては、対面販売のほか、ネットショップを通じた販売も継続した。 

【実績】 

・販売機会数：38回 

※対面販売。別途、ネットショップは常時運営 

・販売件数：551件 

（対面536件、ネットショップ15件） 

・売上額：615,870円 

（対面563,370円、ネットショップ52,500円） 



（5）子供服その他生活用品の回収・選別・無償譲渡による資源循環及び子
どもの支援に関わる事業 

令和5年度においては、本事業に関する本格的な実施は行わなかった。 

なお、今後、当法人の目的達成及び地域社会福祉の向上に資する事業として必要が生じた場合

には、定款に基づき実施を検討する。 

【実績】 

・回収件数：0件 

・無償譲渡件数：0件 

・提供先件数：0件 

（6）その他この法人の目的の達成のために必要な事業 

上記事業のほか、当法人の目的の達成のため、寄付募集、支援物資の受入れ、ボランティア受

入れ、関係機関との連携、活動基盤整備等を行った。 

令和5年度においては、フリーハウス内の整理棚を設置し、シェルター環境の改善に努めた。棚
については、ドアメイクイシバシより無償提供を受けた。 

また、支援募集を強化した背景として、シェルター収容頭数が100頭を超えたことが挙げられる。
成猫1頭あたりおよそ月3キロのフードを必要とし、シェルター全体では毎月約300キロのフードが
必要となる状況であった。加えて、生活困窮者へのフード支援も開始しており、年間2か所に対し
て計550キロの支援を実施した。 

例年と比べ、頭数及び相談件数が増加しており、猫問題は潜在的に地域に隠れているものの、

安心して相談できる窓口が明確になれば、今後さらに顕在化する可能性が高いと考えられた。

問題の深刻化を防ぐためにも、地道な啓発活動と情報発信の継続が必要であると認識した。 

【実績】 

・寄付件数：413件 

（手渡し・振込み159件、PayPay137件、ネットショップ単発・定期117件） 

・支援物資受入件数：710件 

・ボランティア延べ人数：2,560人 

・生活困窮者フード支援：2箇所 

・生活困窮者フード支援量：550キロ 



4．法人運営に関する事項 

（1）事業計画及び収支予算に関する事項 

令和5年度開始前に、次年度の事業計画書及び収支予算書を作成し、理事会においてその内容
を審議の上、必要な手続きを行った。 

また、法人の年間運営に必要な会議体の開催時期や書類作成時期について、あらかじめ年間

スケジュールを整理し、円滑な法人運営に努めた。 

（2）計算書類、監査及び決算承認に関する事項 

事業年度終了後、令和5年度の事業報告、貸借対照表、損益計算書その他関係書類を作成し、
監事による監査を受けた。 

その後、理事会において決算承認に関する審議を行い、定時社員総会に報告又は付議するた

めの手続きを行った。 

（3）社員総会の開催状況 

定時社員総会 

開催日：令和6年5月20日 

主な報告・議案： 

・令和5年度事業報告の件 

・令和5年度貸借対照表及び損益計算書承認の件 

・理事及び監事重任の件 

・その他必要事項 

（4）理事会の開催状況 

令和5年度においては、予算承認、決算承認及び業務状況報告に関する理事会を軸に、必要に
応じて理事会を開催し、業務執行の決定、理事の職務執行の監督、社員総会に付議する事項、

規程類の整備その他法人運営上必要な事項について審議した。 

第1回理事会　令和5年3月21日 

・事業計画書及び収支予算書承認の件 

第2回理事会　令和5年10月16日 

・業務執行状況報告の件 



第3回理事会　令和6年5月10日 

・令和5年度決算承認の件 

・定時社員総会招集の件 

（5）書類の備置き及び公告に関する事項 

計算書類等については、法令及び定款の定めに基づき、社員総会前に事務所へ備え置き、社員

への提供に対応できる状態を整えた。 

また、定時社員総会後は、貸借対照表を遅滞なく備え置き又は公告することとし、法人として必

要な情報公開に努めた。 

（6）役員変更登記等に関する事項 

役員の改選又は異動があった場合には、社員総会及び理事会で必要な手続きを経た上で、速

やかに登記その他必要な事務手続きを行う体制を整えた。 

（7）会員の状況 

当法人の会員は、正会員、賛助会員及びボランティア会員の3種で構成される。 

令和5年度末現在の会員数は、次のとおりである。 

・正会員　5名 

・賛助会員　0名 

・ボランティア会員　32名 

（8）役員の状況 

令和5年度末現在の役員は、次のとおりである。 

・代表理事　川野 和美 

・理事　　　平川 美奈 

・理事　　　鶴 佑季子 

・理事　　　川野 和美 

・監事　　　原口 美幸 

なお、当年度中に役員の異動はなかった。 



5．対処すべき課題 

当法人を取り巻く状況として、頭数及び相談件数が増加しており、猫問題は潜在的に地域に隠

れているものの、安心して相談できる窓口があれば、今後さらに顕在化する可能性が高いと考え

られた。 

また、近年は飼い猫の引き取り相談も増えており、飼い主事情によって行き場を失う猫への対応

も課題となっている。本来、ボランティア活動は保健所収容猫や外で命の危険にある猫への対応

を主軸としてきたが、地域全体として猫の行き場をどう確保するかという視点が必要になってきて

いる。 

さらに、シェルター収容数の増加に伴うフードや医療費の負担も大きく、安定した支援基盤の確

保が重要な課題である。 

このため、今後も以下の課題に重点的に取り組む必要がある。 

・不妊去勢手術の推進による繁殖防止 

・保護猫の医療及び飼養環境の維持改善 

・譲渡促進及び適正譲渡体制の強化 

・飼い猫を含む行き場のない猫への受け皿づくりの検討 

・寄付、物品販売等を通じた財源確保 

・地域への啓発活動及び情報発信の強化 

・行政、関係機関及び支援者との連携強化 

6．次年度に向けた方針 

次年度においても、定款に定める目的及び事業に基づき、福岡県筑後地域及びその周辺におい

て、猫の不妊去勢手術の推進、保護・治療・譲渡・福祉に関わる活動、啓発活動その他必要な事

業を継続する。 

また、相談件数及び保護頭数の増加、飼い猫引き取り相談の増加、生活困窮者への支援需要

の高まり等を踏まえ、支援者との関係強化、情報発信の充実及び財源確保に努めるとともに、

シェルター環境の整備、保護猫の飼養環境の維持改善及び継続的な法人運営体制の整備を進

めていく方針である。 

以上 
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